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研究成果の概要（和文）： 
アフリカには多くの声調言語が話されている。アフリカの声調言語の特徴は、アジアの声調言

語に比して、声調の語彙的機能が低く文法的機能が高いということである。例えば、多くのバ

ンツー系諸語では、しばしば声調のみで時制・アスペクトが区別されるし、また声調のみによ

って関係節かそうでないかが区別される。またガーナのアカン語では所有表現が声調のみで表

現されるということもある。このような声調の文法的機能はアフリカの声調言語の大きな特徴

である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In Africa a number of tone languages are spoken. The characteristics of African tone languages are that 
lexical function is low but grammatical function is high in comparison to Asian tone languages. Thus, 
for example, many Bantu languages distinguish tenses/aspects by tone alone, and relative clauses are 
sometimes rendered by tone alone. Akan of Ghana expresses genitive constructions by tone alone. These 
lexical functions of tone should be recognized as important characteristics of African tone languages. 
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１．研究開始当初の背景 
 アフリカには声調言語が多く話されてい
る。しかし、その実態は、十分知られている
とは言い難い。通常、声調言語 (tone 
language) という場合、中国語やベトナム語､
タイ語などの東アジアの大陸部の言語をイ
メージすることが多い。しかしながら、これ

らの言語とアフリカの声調言語とでは、幾つ
かの大きな違いがある。とりわけアジア諸語
では、声調の機能として単語を区別する語彙
的機能が際立っているが、アフリカでは語彙
的機能は一般に低い。しかしアフリカの言語
では、声調の文法的機能が高い。この声調の
文法的機能は、アジア諸語にはほとんど見ら
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れない。 
 
２．研究の目的 
 アフリカ諸語における声調の機能を総合
的に検証する。これは単に今まで東アジア諸
語についてよく言われてきた語彙機能のみ
ならず、様々な統語構造と声調との係りにつ
いて詳しく調べる。それにより声調の文法的
機能をアフリカ諸語において明らかにし、ひ
いては声調の十全な理解を提供することを
目的とする。 
 
３．研究の方法 
 既に調査を行っている言語については手
元にあるデータをもとに研究を進めるが、ア
フリカ諸語についてはデータが不十分なこ
とが多く、基本的には現地フィールドワーク
によりデータを集める。研究代表者の梶は主
としてウガンダのトーロ語とニョロ語につ
いて、連携研究者の米田はタンザニアのマテ
ンゴ語とナミビアのヘレロ語、古閑はガーナ
のアカン語、品川はタンザニアのチャガ諸語、
研究協力者の塩田はナイジェリアのブラ語、
神谷は南アのバツァ語、そして若狭はエチオ
ピアのウォライタ語とカンバダ語について
である。 
 
４．研究成果 
 研究代表者の梶は、ウガンダのトーロ語と
ニョロ語の現地調査を行い、全体的記述を行
いながら、声調の文法的機能の研究を行った。
トーロ語とニョロ語は系統が近く文法構造
が似ているにも拘わらず、トーロ語が声調の
語彙的機能は失っているのに対してニョロ
語は単語末の音節がHのものと次末音節がH
のものの２種類の声調パターンを持ってい
ることが確認できた。トーロ語は声調の語彙
的機能を失ったとは言え、文法的機能は保持
し、例えば「私の頭」のように名詞句である
か、あるいは「頭は私のである」という文で
あるかは、声調の違いのみで表現されること
を明らかにした。 
 連携研究者の米田は、ナミビアで話されて
いるヘレロ語の声調パターンについて調
査・研究した。名詞は共起する動詞の活用形
や現れる位置によって異なる声調型で実現
されるが、それを決定しているのは接頭辞部
分の声調であること、また、実現の際には①
接頭辞部分の H は右隣の音節に拡張する、②
接頭辞部分（動詞の場合は前主語接辞）から
H が３つ以上連続した場合は２つめ以降が中
声調で現れる、③L よりも右にある H は中声
調で現れる、という３つの規則が適用される
ことを明らかにした。動詞については、動詞
の種類別に各活用形の声調型とそこに適用
される規則を明らかにし、論文にまとめた。
また声調型の実現の際に聞かれる中声調に

ついて、先行研究ではこれをダウンステップ
であると説明しているが、この解釈の矛盾
点・問題点を指摘し、中声調についても上記
の②③の規則で説明できることを示した。 
 連携研究者の古閑は、ガーナセントラル州
で現地調査を行い、アカン語ファンテ方言の
基礎語彙約 3000 および動詞の活用形、所有
名詞句のデータを収集した。これをこれまで
収集してきたアサンテ方言のデータと比較
し、主に名詞の声調分析を行った。その結果、
アカン語だけのデータを見ると、声調負担単
位は音節であるが、ファンテ方言では、CVC
に 2 つの声調素があてがわれる場合と、1 つ
の声調素があてがわれる場合とがあり、さら
にCVCVが声調において 1つの単位としてふ
るまうこともあることから、歴史的に CV 由
来の C や CVC 由来の CVCV をそうでない C
や CVCV と区別する必要があることが判明
した。 
 連携研究者の品川は、タンザニアのキリマ
ンジャロ・バンツー（チャガ）諸語のうち、
ルヮ語やシハ語といった西キリマンジャロ
諸語の声調について分析を行った。とくに、
西キリマンジャロ諸語にのみ確認される動
詞屈折接尾辞 -aa（バンツー祖語*-ag-a に由
来する）の声調パターンについて検討し、次
のような結論を得た。1) 音調パターンのみが
異なる形態素 -aa (HL) と -aa (MM)があり、
前者は未来時制、後者は習慣相を表わす。2) 
これらは、両者ともバンツー祖語 *-ag-の継
承形であると考えられる。3) *-ag-は、そもそ
もその表示概念がはっきり理解されていな
い が 、 チ ャ ガ 祖 語 段 階 で は 、 部 分 相
（imperfective）一般ないし（現在のキボショ
語がそうであるような）進行相的な概念を表
わしていたと想定される。この部分相的な 
-ag-が、他の要素の文法化をきっかけにその
標示概念を未来時制に移行した。4) 後者は、
*-ag-a に、状態性述語の過去時制をマークす
るコピー母音-V が後続したもの（*-ag-a-V）
に由来すると考えられる。このことは、直後
の TBU が H で実現するという音調上の証拠
によっても支持される。 
 研究協力者の塩田は、ナイジェリアのチャ
ド諸語の完了・未完了の二元対立はブラ語に
も非継続・継続という形で存在し、継続を意
味する動詞構造には浮動高声調による形態
素が存在することを明らかにした。ブラ語は
西チャド、東チャド諸語で盛んな動詞の屈折
変化を全く持たず、専ら膠着的手法と語順に
よって定形動詞の活用を行うが、浮動高声調
の使用もその類型論的傾向を反映したもの
と言うことができる。浮動高声調の機能は継
続アスペクトにのみ限定され、他のチャド諸
語に比べ整理された体系と言える。他のチャ
ド諸語のやや混沌とした体系を見ると、これ
は言語の本来の特徴を残しているというよ



 

 

り、比較的浅い時代に文法カテゴリーが整理
されたと見るべきだと思われる。 
 研究協力者の神谷は、南アフリカ共和国の
クワズールー／ナタール州ウムジムクルで
話されているバツァ語について継続的に研
究を行い、とりわけ語彙集編纂のため記述調
査を継続するとともに音声データの収集を
行った。また動詞構造について、さらに多く
の用例を収集した。名詞・動詞の声調型につ
いて、さらに厳密な同定を行うためのデータ
を得た。調査の成果は、ウェブ上で公表され
て い る バ ツ ァ 語 語 彙 集 （ The Bhaca 
Vocabulary）に部分的に追加・反映されてお
り、今後も編集を継続していく。なお、技術
上の問題がクリアできれば、各語彙項目につ
いて音声ファイルをリンクする計画である。 
 研究協力者の若狭はエチオピア、オモ系の
ウォライタ語の声調と統語構造の関係につ
いて調査を行った。また歌謡や謎々を収集し
そのリズム、押韻の研究を行った。さらにク
シ系ではあるが近隣のカンバダ語について
基礎的記述研究を進め、今後の文法と声調と
の係わりの研究の基礎を得た。 
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